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巻 頭 言 

 
コロナ禍で PCR に思いを馳せる 

 

薬学部教務主任 古野忠秀 

 

  昨年（2019 年）末に武漢で最初の患者が報告された新型コロナウイルス（COVID-19）には、2020 年

8 月末日現在で、世界で 2500 万人以上が感染者しており、85 万人以上が死亡している。わが国でも、

累積で 68,000 人以上の感染者と 1,200 人以上の死亡者が出ており、私たちの生活に甚大な影響を与えて

いる。本学部でも、急遽、手探りの状態から遠隔授業を開始するなど、教職員・学生の皆様には少なか

らぬ混乱の中で今年度の春学期を何とか乗り切って頂いた。しかし、学部として日常を取り戻すにはま

だまだ時間がかかりそうである。 

社会に目を向けると、国民に「新しい生活様式」への移行が求められる中、感染状況を語る重要なキ

ーワードとして「PCR 検査」という言葉が新聞やテレビなどを連日賑わせている。「PCR 検査」は、

今や私の行きつけの理髪店の 70 歳超のご夫婦との話題に上るほど市民権を得ており、目や耳にしない

日がないくらいである。 

 私が PCR に初めて出会ったのは、学部 4 年生で講座配属されて初めて紹介した論文の中であった。

さらっと書かれていたこの言葉の意味するところを私は理解できず、図書館に行って手当たり次第に雑

誌の表紙を見て手掛かりを探した。そして、運よく日経サイエンス（だったと記憶している）に、夜の

ドライブデート中にひらめいたなどといった PCR の原理発見の「腕白な」物語が載っているのを見つ

け、コピーして興味深く読んだことを覚えている。学生諸君に注釈をさせてもらえば、当時、教科書に

PCR はまだ登場しておらず、講義で触れられることもなく、インターネットで検索することもできなか

った。結果的に、私が講座で最初に自主的に勉強に取り組んだのが PCR だったのである。当時の論文

紹介がうまくいったかどうかは覚えていないが、PCR は蛍光タンパク質を活用したその後の自身の研究

の中で大いに利用させてもらった。 

期せずして、PCR は 1993 年にノーベル賞を受賞したときよりも、2020 年になってその名称と利便性・

重要性が市民レベルで広く知られるようになった。2019 年 8 月に亡くなった PCR発見者の「腕白な」

Kary B. Mullis博士は、それから 1 年後のこの世界の状況をどのような気持ちで眺めているのだろうか？

そんなことに思いを馳せつつ、新型コロナウイルス感染症の早期の終息を願う。 
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